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 ●戦地から帰った兵士たち

戦
地
か
ら
帰
っ
た
兵
士
た
ち

戦
地
か
ら
の
復
員

戦
地
で
敗
戦
を
迎
え
た
兵
士
た
ち
は
、
そ

の
後
ど
の
よ
う
に
復
員
し
て
き
た
の
だ
ろ
う

か
。
復
員
の
経
過
が
比
較
的
わ
か
る
兵
士
の

実
例
を
、
い
く
つ
か
見
て
み
よ
う
。

千
葉
県
出
身
で
当
時
八
幡
町
（
現
南
区
）

在
住
の
桐
谷
一
は
、
二
二
歳
だ
っ
た
一
九
四

三
（
昭
和
一
八
）
年
九
月
に
召
集
さ
れ
、
相

模
原
の
電
信
第
一
連
隊
に
入
隊
、
す
ぐ
に
満

州
に
派
遣
さ
れ
た
。
翌
年
六
月
末
に
は
臨
時

編
成
に
よ
り
、
沖
縄
方
面
の
守
備
隊
に
転
属

と
な
り
、
那
覇
か
ら
徳
之
島
を
経
て
、
宮
古

島
で
敗
戦
を
迎
え
、
戦
後（
日
付
不
詳
）復
員
、

召
集
解
除
と
な
っ
た
。

桐
谷
の
場
合
は
、
戦
後
捕
虜
と
し
て
収
容

さ
れ
た
と
い
う
記
録
は
な
い
。
沖
縄
方
面
や

中
国
大
陸
な
ど
で
は
、
部
隊
単
位
で
武
装
解

除
を
受
け
た
上
で
、
現
地
で
待
機
さ
せ
ら
れ

た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
南
方
で

敗
戦
を
迎
え
た
多
く
の
兵
士
は
、
長
短
は
あ

っ
て
も
労
務
作
業
に
つ
か
さ
れ
る
な
ど
収
容

所
で
捕
虜
生
活
を
経
た
後
に
、
復
員
し
て
い

る
。
な
か
に
は
、
武
装
し
た
ま
ま
対
ゲ
リ
ラ

の
守
備
に
つ
か
さ
れ
た
場
合
も
あ
っ
た
。

金
子
清
（
磯
子
区
森
町
）
は
、
戦
後
二
〇

年
以
上
経
っ
て
従
軍
経
験
を
手
記
に
ま
と
め

て
い
る
（
横
浜
市
史
資
料
室
所
蔵
金
子
清
家

資
料
）。
そ
れ
に
よ
る
と
、
一
九
四
四
年
六
月
、

三
四
歳
で
召
集
さ
れ
、
同
年
末
仏
印
に
上
陸
、

翌
年
五
月
に
は
英
領
マ
レ
ー
へ
の
進
駐
を
命

じ
ら
れ
、
ク
ア
ラ
カ
ン
サ
ー（
現
マ
レ
ー
シ

ア
ペ
ラ
州
）で
敗
戦
を
迎
え
、
捕
虜
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
金
子
ら
は
英
軍
の
命
令
で
マ
レ
ー

共
産
軍
に
備
え
て
発
電
所
の
警
備
に
つ
く
た

め
、
中
隊
か
ら
分
遣
隊
と
し
て
派
遣
さ
れ
、

し
ば
ら
く
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

一
ヶ
月
以
上
警
備
の
任
に
つ
い
た
後
に
武

装
解
除
を
受
け
、
一
〇
月
に
中
隊
と
合
流
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
翌
月
に
は
戦
争
残
務
整
理

作
業
の
た
め
タ
イ
ピ
ン
に
派
遣
さ
れ
、
そ
こ

で
労
務
作
業
を
行
い
な
が
ら
復
員
を
待
つ
こ

と
と
な
る
。
金
子
の
復
員
は
遅
れ
、
一
九
四

七
年
五
月
に
よ
う
や
く
復
員
が
決
ま
り
、
二

六
日
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
集
合
の
後
六
月
五
日

セ
レ
タ
ー
軍
港
を
出
港
、
一
八
日
に
佐
世
保

入
港
、
二
〇
日
上
陸
、
二
五
日
南
風
崎
駅
を

出
発
、
二
七
日
一
八
時
横
浜
駅
に
到
着
し
た
。

こ
の
他
、
蘭
領
東
イ
ン
ド
方
面
（
現
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
）
に
派
遣
さ
れ
、
現
地
で
敗
戦
を

迎
え
、
捕
虜
と
な
っ
た
兵
士
が
何
人
か
い
る
。

一
九
四
〇
年
に
現
役
入
営
し
て
そ
の
ま
ま
北

支
に
派
遣
さ
れ
た
小
野
道
正
（
南
区
高
根
町
）

は
、
甲
府
で
第
二
一
〇
連
隊
に
入
隊
し
た
後
、

翌
年
に
は
暗
号
兵
と
し
て
第
三
二
師
団
本
部

に
転
属
、
一
九
四
四
年
五
月
南
方
転
用
に
よ

り
ハ
ル
マ
ヘ
ラ
島
に
上
陸
、
現
地
で
敗
戦
を

迎
え
、
四
六
年
六
月
に
復
員
し
て
い
る
。

神
奈
川
県
議
会
議
員
を
長
く
務
め
た
伊
藤

博
（
神
奈
川
区
六
角
橋
）
も
、
一
九
四
四
年

一
月
、
三
四
歳
で
召
集
さ
れ
、
ハ
ル
マ
ヘ
ラ

島
に
派
遣
さ
れ
た
。
間
も
な
く
転
属
に
よ
り

セ
レ
ベ
ス
島
に
移
り
、
そ
こ
で
敗
戦
を
迎
え
、

四
六
年
六
月
に
復
員
を
果
た
し
て
い
る
。

も
う
一
人
松
永
浩
介
は
、
一
九
四
一
年
七

月
、
三
四
歳
の
と
き
に
召
集
さ
れ
、
甲
府
連

隊
に
入
隊
、
い
っ
た
ん
満
州
に
派
遣
さ
れ
る

が
、
開
戦
に
と
も
な
い
一
一
月
南
方
転
用
の

た
め
タ
イ
に
向
か
う
。
そ
の
後
、
四
二
年
六

月
に
ス
マ
ト
ラ
島
、
翌
年
六
月
ア
ン
ボ
ン
島
、

四
四
年
セ
レ
ベ
ス
島
、
四
五
年
三
月
ジ
ャ
ワ

島
と
移
動
し
、
そ
こ
で
敗
戦
を
迎
え
る
。
松

永
の
場
合
は
、
四
六
年
一
月
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

南
方
の
ガ
ラ
ン
島
に
移
り
、
五
月
二
五
日
ガ

ラ
ン
島
を
出
発
、
六
月
三
日
に
大
竹
港
（
広

島
県
）
上
陸
、
五
日
に
六
角
橋
の
自
宅
に
到

着
し
て
い
る
。

日
本
鋼
管
社
員
の
出
征
と
復
員

ガ
ラ
ン
島
の
隣
に
あ
る
レ
ン
バ
ン
島
に
は
、

捕
虜
と
な
っ
た
日
本
軍
兵
士
の
大
規
模
な
収

容
所
が
あ
り
、
森
新
太
郎
が
収
容
さ
れ
て
い

た
。
森
新
太
郎
に
つ
い
て
は
、
断
続
的
に
つ

け
て
い
た
日
記
と
復
員
後
の
手
記
が
残
さ
れ

て
い
る
が
、
履
歴
や
軍
歴
の
詳
細
は
不
明
で

あ
る
。
復
員
後
の
日
記
の
内
容
が
興
味
深
い

の
で
、
少
し
詳
し
く
紹
介
し
て
み
た
い
。
以
下
、

紹
介
す
る
森
の
日
記
・
手
記
等
は
、
い
ず
れ

も
横
浜
の
空
襲
と
戦
災
関
連
資
料
で
、
森
新

太
郎
と
妻
玉
江
の
日
記
が
、『
横
浜
の
空
襲

と
戦
災
2　

市
民
生
活
編
』（
横
浜
市
、
一

九
七
五
年
）
に
抄
録
さ
れ
て
い
る
。

森
は
日
本
鋼
管
鶴
見
造
船
所
に
勤
め
る
会

社
員
で
、
一
九
四
四
年
一
月
の
日
記
に
「
三

十
八
才
の
春
を
迎
う
」
と
書
い
て
い
る
の
で
、

数
え
年
と
す
る
と
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）

年
生
ま
れ
に
な
る
。
当
時
は
妻
玉
江
（
岸
谷

国
民
学
校
教
員
）
と
南
区
大
岡
町
に
住
み
、

子
ど
も
は
い
な
か
っ
た
。
四
四
年
六
月
一
三

日
に
召
集
令
状
を
受
け
取
り
、
一
五
日
に
東

京
の
近
衛
歩
兵
第
七
連
隊
に
入
隊
し
た
。
先

の
金
子
清
と
同
じ
日
の
召
集
で
、
同
じ
連
隊

に
入
隊
し
て
い
る
。
金
子
の
手
記
も
参
考
に

し
な
が
ら
、
森
の
そ
の
後
を
追
っ
て
み
た
い
。

森
が
配
属
さ
れ
た
部
隊
は
不
明
だ
が
、
本

人
の
手
記
お
よ
び
妻
玉
江
の
日
記
に
よ
る
と

一
〇
月
一
二
日
に
品
川
駅
を
出
発
し
、「
南

海
」
に
向
か
っ
た
と
い
う
。
金
子
は
す
で
に

八
日
に
品
川
を
出
発
し
て
い
た
が
、
森
と
金

ハルマヘラ島で戦友が描いた小野道正
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子
は
宇
品
港
で
同
じ
月
山
丸
に
乗
船
、
一
七

日
に
出
港
し
て
い
る
。

金
子
の
手
記
に
よ
る
と
、
月
山
丸
は
一
端

門
司
に
入
港
、
輸
送
船
一
一
隻
で
船
団
を
組

み
、
二
二
日
に
出
港
、
二
四
日
早
朝
済
州
島

沖
で
敵
潜
水
艦
の
攻
撃
を
受
け
た
。
月
山
丸

は
船
尾
に
魚
雷
を
受
け
た
が
沈
没
は
免
れ
、

救
助
船
に
曳
航
さ
れ
て
い
っ
た
ん
済
州
島
に

逃
れ
、
兵
た
ち
は
上
陸
し
た
。
月
山
丸
以
外

の
船
団
は
全
滅
だ
っ
た
ら
し
い
。
月
山
丸
で

も
二
〇
数
名
が
戦
死
し
た
と
い
う
が
、
金
子

と
森
は
無
事
で
あ
っ
た
。
金
子
は
そ
の
後
一

一
月
に
入
っ
て
か
ら
釜
山
を
経
て
門
司
に
戻

り
、
新
た
に
喜
備
津
丸
に
乗
船
、
一
一
隻
の

船
団
で
再
度
出
発
す
る
が
、
や
は
り
敵
潜
水

艦
の
攻
撃
で
船
団
の
半
数
以
上
を
失
い
な
が

ら
、
台
湾
高
雄
を
経
て
一
二
月
一
八
日
よ
う

や
く
仏
印
に
到
着
し
て
い
る
。

森
の
手
記
は
、
月
山
丸
が
攻
撃
を
受
け
た

と
こ
ろ
で
中
断
さ
れ
て
い
る
が
、
妻
玉
江
の

日
記
に
よ
る
と
、
知
人
か
ら
の
便
り
で
、
夫

が
一
一
月
七
日
時
点
で
釜
山
に
い
る
こ
と
を

知
ら
さ
れ
て
い
る
（
一
九
四
五
年
一
月
一
六

日
）。
こ
こ
ま
で
は
金
子
と
同
じ
動
き
を
し

て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
後
の
森
に
つ

い
て
手
記
か
ら
わ
か
る
の
は
、
敗
戦
後
捕
虜

と
な
り
、
レ
ン
バ
ン
島
に
収
容
さ
れ
た
こ
と

だ
け
で
あ
る
。
仏
印
・
英
領
マ
レ
ー
・
蘭
領

東
イ
ン
ド
、
い
ず
れ
か
の
戦
地
に
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。

復
員
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
復
員
後
再
開

し
た
森
の
日
記
か
ら
あ
る
て
い
ど
わ
か
る
。

森
は
、
金
子
よ
り
一
年
早
く
一
九
四
六
年
五

月
に
復
員
し
て
い
る
。
一
二
日
に
名
古
屋
港

に
到
着
し
、
翌
一
三
日
名
古
屋
駅
を
出
発
、

一
四
日
八
時
に
上
大
岡
駅
に
着
い
て
い
る
。

一
三
日
の
日
記
に
は
、「
横
浜
の
地
図
を

見
て
、
自
宅
は
ど
う
や
ら
焼
け
ぬ
ら
し
い
。」

と
書
い
て
い
る
。
他
の
復
員
兵
士
の
手
記
に

よ
る
と
、
復
員
兵
が
上
陸
す
る
港
に
は
、
自

宅
や
実
家
が
焼
け
残
っ
て
い
る
か
ど
う
か
事

前
に
確
認
で
き
る
よ
う
に
、
空
襲
被
災
地
図

が
掲
示
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

た
と
え
ば
、
ス
マ
ト
ラ
島
北
部
の
ア
チ
ェ

州
ラ
ン
サ
に
駐
屯
し
て
い
た
助
野
健
太
郎
は

手
記
に
、「
昭
和
二
一
年
八
月
復
員
。
久
里

浜
の
復
員
部
に
は
地
図
が
掲
示
さ
れ
て
お
り
、

赤
く
塗
っ
た
と
こ
ろ
は
焼
失
個
所
と
の
こ
と

で
、
長
者
町
九
丁
目
の
自
宅
の
あ
た
り
は
全

部
被
災
地
だ
っ
た
。
あ
き
ら
め
て
故
郷
へ
帰

る
こ
と
に
し
、
列
車
に
乗
っ
た
と
こ
ろ
、
知

り
あ
い
の
理
髪
店
主
に
会
い
「
あ
の
あ
た
り

は
す
っ
か
り
焼
け
ま
し
た
よ
。
今
は
ア
メ
リ

カ
の
飛
行
場
で
す
。」
と
い
わ
れ
、
ガ
ッ
カ

リ
し
た
。」
と
書
い
て
い
る
（
横
浜
の
空
襲

と
戦
災
関
連
資
料
）。

森
の
一
三
日
の
日
記
は
さ
ら
に
続
く
。「
後

十
時
三
十
分
名
古
屋
発
。
沿
道
の
人
達
御
苦

労
様
の
声
々
い
つ
し
か
眼
頭
が
あ
つ
く
な
る
。

御
苦
労
様
は
君
達
な
の
に
。」
と
、
内
地
の

空
襲
被
害
に
思
い
を
は
せ
て
い
る
。
そ
し
て
、

翌
一
四
日
に
は
「
八
時
上
大
岡
下
車
。
な
つ

か
し
き
道
、
胸
が
一
杯
と
な
る
。
家
族
一
同

無
事
、
家
も
無
事
、
只
々
有
難
し
、
有
難
し
。

入
浴
、
畳
、
蒲
団
、
電
灯
、
ラ
ジ
オ
、
極
楽

浄
土
な
り
。」
と
、
無
事
復
員
し
た
こ
と
に

感
無
量
の
様
子
で
あ
っ
た
。
一
方
、
そ
の
日

は
不
在
だ
っ
た
ら
し
い
妻
と
は
翌
日
再
会
し

た
。「
夜
、
玉
江
東
京
よ
り
帰
え
る
。
お
互

い
に
何
か
ら
話
し
て
よ
い
の
か
。」
と
、
う

れ
し
さ
の
反
面
、
二
年
ぶ
り
の
再
会

に
ぎ
こ
ち
な
い
様
子
が
う
か
が
え
る
。

復
員
兵
が
直
面
し
た
戦
後

復
員
後
二
日
経
っ
た
一
六
日
に
は

少
し
落
ち
着
い
て
、
必
要
な
手
続
き

に
向
か
う
。「
午
前
中
、
老
松
町
の

世
話
部
に
行
き
、
復
員
届
を
呈
出
。

市
内
の
変
化
の
激
し
さ
に
警
難
す
（
原
文
の

ま
ま
）。
終
戦
後
は
、
進
駐
軍
と
女
の
天
下

な
り
。
南
方
帰
え
り
の
黒
坊
（
日
焼
け
し
、

か
つ
汚
れ
た
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
だ
ろ
う
）

の
復
員
軍
人
の
身
す
ぼ
ら
し
さ
よ
。」
と
、

市
街
を
闊
歩
す
る
米
軍
兵
士
に
対
し
て
引
け

目
と
反
感
と
、
両
方
を
感
じ
た
よ
う
だ
。
三

一
日
に
は
、
久
し
振
り
に
妻
玉
江
と
映
画
を

見
に
行
く
が
、
上
映
さ
れ
て
い
た
ア
メ
リ
カ

映
画
は
「
面
白
く
な
し
。
市
内
の
散
歩
も
亦

不
愉
快
な
り
。
ど
う
も
進
駐
軍
の
連
中
に
は

何
と
な
く
引
目
を
感
じ
る
」
と
、
敗
戦
に
対

す
る
複
雑
な
心
境
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
。

な
お
、
森
が
手
続
き
に
い
っ
た
世
話
部
と

い
う
の
は
地
方
世
話
部
の
こ
と
で
、
県
ご
と

に
軍
の
事
務
を
引
き
継
ぐ
機
関
と
し
て
設
け

ら
れ
た
。
神
奈
川
県
の
場
合
、
老
松
町
に
軍

の
事
務
を
担
う
横
浜
連
隊
区
司
令
部
が
あ
っ

た
の
で
、
そ
こ
に
そ
の
ま
ま
神
奈
川
県
の
地

方
世
話
部
が
置
か
れ
た
。

森
は
、
五
月
い
っ
ぱ
い
は
休
養
の
か
た
わ

ら
、
手
続
き
と
あ
い
さ
つ
回
り
な
ど
に
費
や

し
た
。
一
七
日
、
篠
原
の
伯
父
を
訪
れ
た
際

に
は
、「
市
電
の
混
雑
さ
よ
。
買
出
し
婦
人

の
労
苦
思
い
や
ら
れ
る
。」
と
記
し
、
二
三

日
の
日
記
に
は
「
米
の
相
場
一
升
七
十
五
円

也
位
な
り
。
已
に
遅
配
十
五
日
以
上
、
此
の

分
で
は
来
月
は
百
円
に
な
る
だ
ろ
う
。」
と
、

内
地
の
現
実
、
配
給
生
活
の
困
難
さ
を
実
感

し
て
い
る
。

ま
た
、
二
一
日
に
は
、「
弘
明
寺
に
て
闇

市
の
食
物
を
一
通
り
試
食
す
。
最
高
の
価
格
、

不
味
、
不
衛
生
、
紳
士
の
近
よ
る
べ
き
も
の

に
あ
ら
ず
。
武
士
は
喰
は
ね
ど
高
楊
子
。
今

近衛歩兵第7連隊軍旗拝受1周年紀念式　同連隊は前年に編成された
　1944（昭和19）年9月7日 金子清家資料

森新太郎手記　復員直後に書き始
めた　1946（昭和21）年5月27日
 横浜の空襲と戦災関係資料
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後
近
づ
く
べ
か
ら
ず
。
喰
ら
う
べ
か
ら
ず
な

り
。」
と
、
闇
市
の
実
情
に
驚
き
、
嫌
悪
感

す
ら
抱
い
た
が
、
そ
の
後
は
度
々
弘
明
寺
の

闇
市
に
通
う
こ
と
に
な
る
。
翌
々
日
、
米
の

相
場
、
遅
配
を
嘆
い
た
そ
の
日
、「
良
雄
と

共
に
試
食
（
弘
明
寺
前
に
て
）、
た
ま
に
は

よ
い
だ
ろ
う
と
は
思
い
乍
ら
も
習
慣
に
な
る

事
を
恐
る
。」
と
、
言
葉
と
は
裏
腹
に
早
速

弘
明
寺
の
闇
市
を
再
び
訪
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
三
一
日
に
は
「
弘
明
寺
に
て
蜜

豆
を
食
す
。
前
の
男
の
天
丼
の
中
の
白
い
飯

が
、
ま
ぶ
し
い
様
に
光
る
。
米
も
有
る
所
に

は
あ
る
も
の
な
り
。」
と
、
闇
市
に
出
回
る

白
飯
に
驚
き
、
六
月
二
日
に
も
「
弘
明
寺
の

闇
市
散
歩
」
に
行
き
、
看
板
に
誘
わ
れ
て
汁

粉
を
食
べ
て
い
る
。
そ
の
後
も
、
会
社
帰
り

な
ど
に
弘
明
寺
の
闇
市
を
の
ぞ
く
の
が
習
慣

と
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
だ
。
七
月
二
日
に
は
、

会
社
の
「
昼
休
み
に
鶴
見
駅
裏
口
の
マ
ー
ケ

ッ
ト
を
散
策
し
た
が
、
当
局
よ
り
断
乎
禁
止

せ
ら
れ
た
筈
の
野
菜
や
鮮
魚
が
、
堂
々
と
軒

を
並
べ
て
す
ば
ら
し
い
闇
値
で
売
っ
て
い
る

の
に
は
一
驚
し
た
。」
と
、
闇
市
の
実
情
と

そ
の
存
在
感
を
改
め
て
実
感
し
て
い
る
。

森
は
日
本
鋼
管
と
い
う
大
企
業
の
社
員
で
、

復
員
後
も
会
社
に
復
帰
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
、
復
員
兵
と
し
て
は
恵
ま
れ
て
い
た
。

た
だ
し
、
二
〇
日
に
会
社
に
顔
を
出
し
た
際

に
は
、「
す
っ
か
り
人
が
変
り
、
何
と
な
く
心

落
ち
つ
か
ず
不
安
な
り
。」
と
、
顔
ぶ
れ
が
変

わ
っ
て
し
ま
っ
た
職
場
の
様
子
に
戸
惑
い
を

見
せ
て
い
る
。
二
年
間
の
従
軍
・
捕
虜
生
活

か
ら
の
社
会
復
帰
に
は
、
や
は
り
時
間
が
か

か
っ
た
。
六
月
一
日
に
は
、
レ
ン
バ
ン
島
か

ら
自
分
が
送
っ
た
葉
書
二
通
、
一
月
一
九
日

付
と
二
月
一
七
日
付
を
受
け
取
り
、「
苦
笑

も
の
な
り
。」
と
、
自
嘲
し
て
い
る
。
こ
れ
も

ま
た
、
無
事
復
員
で
き
た
か
ら
こ
そ
で
あ
る
。

会
社
に
は
六
月
三
日
の
月
曜
日
に
復
帰
後

初
出
勤
し
た
が
、「
欠
配
の
折
と
は
言
え
、

会
社
内
配
給
物
の
さ
わ
ぎ
に
て
仕
事
ど
こ
ろ

で
な
し
。
あ
き
れ
た
も
の
な
り
の
感
深
し
。」

と
、
戦
後
の
職
場
の
現
実
に
直
面
し
て
い
る
。

し
か
し
、
会
社
で
の
配
給
は
、
家
族
の
生
活

に
は
大
い
に
助
け
に
な
っ
た
。
一
方
、
そ
の

日
初
出
勤
か
ら
戻
る
と
そ
の
疲
れ
か
ら
か
微

熱
が
出
て
、
マ
ラ
リ
ア
の
再
発
を
心
配
し
た
。

そ
れ
か
ら
一
ヶ
月
ば
か
り
繰
り
返
し
微
熱
を

出
し
、
久
々
の
出
勤
の
疲
れ
か
、
マ
ラ
リ
ア

の
再
発
か
わ
か
ら
な
い
状
態
が
続
い
た
。
結

局
、
本
格
的
に
再
発
で
寝
込
む
こ
と
は
な
か

っ
た
が
、
従
軍
経
験
に
よ
る
心
配
事
を
し
ば

ら
く
引
き
ず
る
こ
と
に
な
っ
た
。

家
族
の
戦
死
・
被
災
死

森
は
こ
う
し
て
無
事
に
復
員
し
た
が
、
家

族
が
皆
無
事
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
弟
の

英
三
郎
が
戦
死
し
て
い
た
。
英
三
郎
は
、
一

九
四
二
年
中
に
は
入
隊
し
て
い
た
ら
し
い
。

翌
年
正
月
に
外
出
で
実
家
に
戻
っ
て
い
る
の

で
、
内
地
に
い
た
の
だ
ろ
う
（
一
月
三
日
森

新
太
郎
日
記
）。
そ
し
て
、
戦
地
に
行
く
前
に
、

同
年
九
月
一
二
日
、
二
八
歳
で
結
婚
し
て
い

る
。
そ
の
日
の
日
記
に
森
は
、「
戦
時
下
で

は
あ
り
軍
籍
に
あ
る
の
で
英
三
郎
の
結
婚
式

（
仮
）
を
自
宅
に
て
挙
行
。
簡
素
す
ぎ
る
と

ど
う
も
気
分
が
ぴ
っ
た
り
と
し
な
い
が
、
又

や
む
を
得
ぬ
事
だ
。」
と
記
し
て
い
る
。

森
の
日
記
に
よ
る
と
、
英
三
郎
は
翌
四
四

年
三
月
頃
に
は
戦
地
に
向
か
い
（
三
月
一
日
）、

四
月
一
五
日
に
は
サ
イ
パ
ン
に
い
る
ら
し
い

と
書
い
て
い
る
。
ま
た
、
五
月
二
三
日
に
は

戦
地
の
英
三
郎
か
ら
一
〇
〇
円
が
届
い
た
。

森
は
こ
の
後
召
集
さ
れ
、
代
わ
っ
て
妻
の
玉

江
が
夫
と
共
に
英
三
郎
の
身
を
案
じ
て
日
々

日
記
に
書
き
綴
っ
て
い
く
。

六
月
一
六
日
に
は
、
前
日
の
米
軍
サ
イ
パ

ン
上
陸
が
内
地
に
も
伝
え
ら
れ
、
玉
江
は「
英

三
郎
さ
ん
を
案
ず
。」
と
書
い
て
い
る
。
そ

の
後
の
戦
況
に
、「
サ
イ
パ
ン
急
迫
す
。」（
七

月
五
日
）
と
心
配
を
募
ら
せ
、「
独
居
の
夏

江
さ
ん
の
姿
を
想
い
て
涙
出
づ
。
英
三
郎
さ

ん
は
、
最
早
と
み
な
み
な
思
え
ど
。」（
七
日
）

と
、
英
三
郎
の
妻
を
思
い
、
英
三
郎
の
無
事

を
祈
る
気
持
ち
を
あ
え
て
記
し
た
。
し
か
し
、

九
日
に
は
サ
イ
パ
ン
で
の
戦
い
は
実
質
的
に

終
わ
っ
た
。
そ
し
て
、
翌
四
五
年
三
月
六
日

の
日
記
に
よ
る
と
、
二
月
一
三
日
付
の
英
三

郎
の
戦
死
公
報
が
届
い
た
。

戦
地
に
い
た
森
が
い
つ
英
三
郎
の
死
を
知

っ
た
か
は
不
明
だ
が
、
復
員
後
四
六
年
五
月

二
三
日
に
は
仏
壇
を
掃
除
し
て
、「
英
三
郎

も
住
み
心
地
が
善
い
だ
ろ
う
。」
と
弟
を
悼
み
、

七
月
八
日
に
は
英
三
郎
の
三
回
忌
を
営
ん
で

い
る
。
来
会
者
二
四
人
、
森
に
よ
れ
ば
「
関

根
君
外
各
方
面
の
努
力
に
よ
り
好
物
資
集
り
、

時
節
柄
口
に
し
が
た
き
馳
走
が
出
来
、
且
つ

参
会
者
諸
氏
も
充
分
満
足
し
て
帰
え
っ
た
の

を
嬉
し
く
感
じ
た
。」
と
い
う
。

無
事
復
員
し
た
兵
士
も
、
こ
の
よ
う
に
家

族
が
戦
死
、
あ
る
い
は
空
襲
の
犠
牲
と
な
っ

て
い
た
場
合
も
多
か
っ
た
。
先
に
紹
介
し
た

松
永
は
、
ガ
ラ
ン
島
の
収
容
所
に
い
る
間
に

妻
に
宛
て
て
葉
書
を
送
っ
て
い
る
。「
こ
ち

ら
は
健
在
で
復
員
の
日
を
ひ
た
す
ら
に
待
ち

侘
び
て
い
る
。」
と
知
ら
せ
る
一
方
、「
そ
ち

ら
は
無
事
で
居
る
か
と
い
う
懸
念
で
明
け
く

れ
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。」
と
心
配
で
な
ら
な

い
様
子
だ
っ
た
（
松
永
浩
介
『
一
兵
士
の
戦

中
通
信
』
オ
リ
ジ
ン
出
版
セ
ン
タ
ー
、
一
九

七
八
年
）。
し
か
し
、
復
員
し
て
み
る
と
六

角
橋
の
自
宅
は
無
事
だ
っ
た
が
、
浅
間
町
の

実
家
は
五
月
二
九
日
の
空
襲
で
焼
失
、
父
も

火
傷
を
負
い
亡
く
な
っ
て
い
た
。

復
員
兵
と
家
族
の
暮
ら
し

こ
の
よ
う
に
、
復
員
し
た
兵
士
は
様
々
に

戦
争
を
背
負
い
、
戦
後
を
生
き
た
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
兵
士
の
家
族
自
身
も
、
そ
れ
ぞ

れ
に
戦
争
を
背
負
っ
て
い
た
。

中
丸
実
（
南
区
宮
元
町
、
女
性
）
は
、「
戦

中
戦
後
の
衣
、
食
、
住
」
と
題
し
た
手
記
で
、

出
征
し
て
い
た
長
男
周
二
の
復
員
に
つ
い
て

書
い
て
い
る
（『
横
浜
の
空
襲
と
戦
災
2　

市
民
生
活
編
』
所
収
）。
四
六
年
初
め
頃
、

長
男
が
復
員
し
て
き
た
が
、
そ
の
ま
ま
一
ヶ

月
間
寝
込
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

相
当
消
耗
し
て
の
復
員
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、
珍
し
い
資
料
が
残
さ

れ
て
い
る
。「
除
隊
（
召
集
解
除
）
者
ノ
件

通
報
」
と
い
う
書
類
で
あ
る
。
中
丸
周
二
上

等
兵
は
独
立
歩
兵
第
四
七
大
隊
歩
兵
砲
中
隊

に
所
属
し
て
お
り
、
通
報
に
は
、
大
隊
長
名

で
南
区
長
宛
て
に
、
四
六
年
三
月
二
二
日
除

隊
の
上
「
帰
郷
セ
シ
メ
タ
」
と
書
か
れ
て
い
た
。

こ
れ
に
南
区
側
が
、
三
月
二
六
日
転
入
済
と
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書
き
加
え
て
い
る
。
先
の
森
の
場
合
に
は
、

自
ら
地
方
世
話
部
に
復
員
届
を
提
出
し
た
が
、

中
丸
の
場
合
所
属
部
隊
か
ら
直
接
行
政
機
関

に
通
報
さ
れ
て
い
る
。

独
立
歩
兵
第
四
七
大
隊
は
第
六
〇
師
団
に

属
し
て
い
た
の
で
、
上
海
に
近
い
蘇
州
に
駐

屯
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
、
部
隊
単
位
で
連

合
国
軍
の
進
駐
、
武
装
解
除
を
待
ち
、
現
地

で
除
隊
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。中

丸
周
二
は
そ
の
後
、
進
駐
軍
の
自
動
車

工
に
な
っ
た
が
、
米
軍
に
使
わ
れ
る
の
を
嫌

っ
て
す
ぐ
に
辞
め
た
。
そ
し
て
、
翌
四
七
年

三
月
に
野
毛
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
劇
場
に
就
職

し
た
が
、
こ
れ
が
つ
ぶ
れ
て
か
ら
仕
事
に
は

苦
労
を
重
ね
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
中
丸
一

家
は
周
二
の
戦
友
同
士
の
つ
な
が
り
に
も
助

け
ら
れ
て
い
る
。
兄
周
二
の
奉
公
袋
を
持
っ

た
妹
は
小
机
駅
で
、
奉
公
袋
に
書
か
れ
た
名

前
に
気
づ
い
た
あ
る
男
に
声
を
か
け
ら
れ
た
。

そ
れ
が
、
周
二
の
戦
友
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
戦
友
は
農
家
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
、
そ
の

日
芋
な
ど
を
持
た
せ
て
く
れ
た
上
に
、
そ
の

後
も
、
ナ
ス
や
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
を
自
転
車
で

わ
ざ
わ
ざ
届
け
て
く
れ
る
な
ど
、
家
族
ぐ
る

み
の
付
き
合
い
を
し
ば
ら
く
続
け
た
と
い
う
。

復
員
兵
の
社
会
復
帰

復
員
兵
の
社
会
復
帰
に
は
、
様
々
な
困
難

が
待
ち
構
え
て
い
た
。
家
族
の
思
い
も
、
伝

わ
ら
ず
空
回
り
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
一
九

二
九
年
生
ま
れ
の
小
黒
英
夫
は
、
一
九
四
五

年
春
に
中
学
校
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
一
六

歳
だ
っ
た
。
四
月
一
五
日
の
空
襲
で
南
区
井

土
ケ
谷
上
町
の
自
宅
は
焼
失
、
そ
れ
ま
で
付

け
て
い
た
日
記
も
焼
い
て
し
ま
っ
た
。
そ
の

後
再
び
日
記
を
書

き
始
め
、
五
〇
年

頃
ま
で
の
日
記
が

残
さ
れ
て
い
る
。

日
記
に
は
、
出

征
し
て
い
た
二
人

の
兄
の
こ
と
が
度
々

書
か
れ
て
い
る
。

小
黒
英
夫
の
日
記

は
、
横
浜
の
空
襲

と
戦
災
関
連
資
料

に
複
製
が
あ
り
、

『
横
浜
の
空
襲
と
戦
災
2　

市
民
生
活
編
』

に
抄
録
さ
れ
て
い
る
。
横
浜
市
史
資
料
室
で

は
、
改
め
て
家
族
か
ら
原
本
の
寄
贈
を
う
け

た
の
で
、
以
下
寄
贈
資
料
中
の
日
記
を
も
と

に
紹
介
す
る
（
小
黒
英
夫
家
資
料
）。

上
の
兄
は
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
生
ま
れ
、

一
九
四
一
年
二
月
に
結
婚
、
一
九
四
三
年
六

月
一
日
に
召
集
さ
れ
、
東
部
第
八
八
部
隊
と

い
う
か
ら
相
模
原
の
電
信
部
隊
に
通
信
兵
と

し
て
入
隊
し
た
よ
う
だ
。
出
征
後
の
九
月
に

女
子
が
生
ま
れ
て
い
る
。
四
四
年
九
月
六
日

に
は
戦
地
か
ら
便
り
が
届
き
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

に
い
る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
た
。
一
方
、
下

の
兄
は
一
九
二
二
年
生
ま
れ
、
部
隊
な
ど
詳

細
は
不
明
だ
が
朝
鮮
に
い
た
よ
う
だ
。
便
り

の
や
り
と
り
も
何
度
か
し
て
い
た
。
年
齢
か

ら
、
徴
兵
検
査
後
現
役
入
営
し
て
い
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

戦
後
、
英
夫
は
二
人
の
兄
が
い
つ
帰
る
か

と
心
待
ち
に
し
て
い
た
が
、
し
ば
ら
く
二
人

の
消
息
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
下
の
兄
に
つ

い
て
は
、
一
足
早
く
復
員
し
た
戦
友
が
、
四

五
年
一
〇
月
二
〇
日
に
小
黒
家
を
訪
問
、
朝

鮮
で
は
飛
行
場
勤
務
だ
っ
た
と
い
い
、
近
々

帰
る
だ
ろ
う
と
言
い
残
し
て
い
っ
た
が
、
そ

の
三
日
後
朝
早
く
七
時
前
に
、
下
の
兄
が
突

然
帰
っ
て
き
た
。
四
日
間
食
事
も
取
ら
ず
、

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
つ
め
た
お
土
産
の
品
々
、

米
・
乾
パ
ン
・
砂
糖
な
ど
の
食
料
品
の
他
、

煙
草
や
薬
品
、
外
套
に
地
下
足
袋
な
ど
を
持

ち
帰
っ
て
く
れ
た
。
飛
行
場
勤
務
だ
っ
た
た

め
、
操
縦
者
向
け
の
栄
養
豊
富
な
航
空
糧
食

が
含
ま
れ
て
い
て
、
翌
日
英
夫
も
早
速
食
べ

て
み
た
。「
甘
く
て
、
と
て
も
、
う
ま
い
」
と
、

日
記
に
感
想
を
書
い
て
い
る
。

一
方
、
上
の
兄
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
消

息
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
四
五
年
一
〇
月
一

一
日
の
日
記
に
は
、「
あ
ゝ
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
の

大
き
い
兄
さ
ん
よ
。
無
事
で
故
国
に
帰
っ
て

く
だ
さ
い
。
一
日
も
早
く
、
横
浜
へ
、
家
で
は
、

大
き
く
な
っ
た
弘
子
が
首
を
長
く
し
て
待
っ

て
い
る
」
と
、
兄
の
ま
だ
見
ぬ
娘
を
は
じ
め

皆
で
帰
り
を
待
ち
望
ん
で
い
る
思
い
を
祈
る

よ
う
に
書
き
記
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
思
い
は
か
な
わ
な
か
っ
た
。

四
七
年
一
二
月
、
上
の
兄
辛
一
の
戦
死
公
報

が
届
い
た
の
で
あ
る
。
戦
死
公
報
は
、
四
五

年
四
月
二
〇
日
、
ル
ソ
ン
島
ク
ラ
ー
ク
地
区

山
地
で
戦
死
し
た
と
伝
え
、
年
が
明
け
て
遺

骨
も
届
い
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
戦
闘
状
況
か

ら
実
際
の
遺
骨
が
届
け
ら
れ
た
か
は
疑
問
だ

が
、
と
も
か
く
四
八
年
一
月
二
〇
日
に
葬
式

を
行
い
、
二
五
日
に
は
遺
骨
を
墓
に
納
め
た

（
一
月
二
二
日
・
二
五
日
付
日
記
、
お
よ
び

一
二
月
三
一
日
の
回
想
に
よ
る
）。

復
員
時
に
は
家
族
の
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
食

料
な
ど
を
か
つ
い
で
帰
っ
た
下
の
兄
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
後
は
定
職
に
就
く
こ
と
も
な
く
、

と
き
お
り
進
駐
軍
の
日
雇
い
作
業
に
出
て
も

家
に
お
金
を
入
れ
な
く
な
り
、
少
な
く
と
も

英
夫
が
日
記
を
書
い
て
い
た
五
〇
年
ま
で
に

順
調
な
社
会
復
帰
は
果
た
せ
な
か
っ
た
。
二

〇
歳
前
の
末
弟
英
夫
が
、
両
親
と
な
ん
と
か

家
計
を
支
え
た
の
で
あ
る
。
働
き
手
が
戦
死

し
て
し
ま
っ
た
家
族
の
苦
労
は
言
う
ま
で
も

な
い
が
、
復
員
し
た
兵
士
と
そ
の
家
族
に
と

っ
て
も
戦
後
の
暮
ら
し
の
再
建
は
容
易
な
も

の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 （
羽
田
博
昭
）
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